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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 11,368 1.7 770 △15.1 510 △15.0 172 △9.2
22年3月期第3四半期 11,179 3.1 906 50.6 600 105.0 190 97.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 28.62 28.35
22年3月期第3四半期 36.71 36.21

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 28,449 11,986 41.0 1,894.04
22年3月期 29,321 10,458 34.6 1,952.89

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  11,658百万円 22年3月期  10,146百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 8.00 13.00
23年3月期 ― 5.00 ―
23年3月期 

（予想）
8.00 13.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,500 2.7 1,150 △20.6 800 △24.3 300 △27.8 48.45



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続きを実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信(添付資料)2ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.2「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 6,494,000株 22年3月期  5,195,600株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  338,591株 22年3月期  200株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 6,038,866株 22年3月期3Q 5,186,400株



○添付資料の目次 

 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報..............................................１ 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報..................................................１ 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報..................................................１ 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報..................................................２ 

２．その他の情報........................................................................２ 

(1) 重要な子会社の異動の概要........................................................２ 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要..........................................２ 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要....................................２ 

３．四半期連結財務諸表..................................................................３ 

(1) 四半期連結貸借対照表............................................................３ 

(2) 四半期連結損益計算書............................................................５ 

【第３四半期連結累計期間】..........................................................５ 

【第３四半期連結会計期間】..........................................................６ 

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書..............................................７ 

(4) 継続企業の前提に関する注記......................................................９ 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記....................................９ 

 

 

 

 

株式会社タケエイ（2151） 平成23年3月期 第3四半期決算短信



 

― ― 1

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の日本経済は、夏までは持ち直し傾向にあったものの、秋以降、円
高の進行や、エコカー補助金終了等政策効果の反動が響き、足踏み状態となりました。 
また、建築着工は、前年同期を上回って推移しているものの、本格回復までには至らず、建設

系の産業廃棄物処理業界においては、価格競争が一層激化する等、大変厳しい受注環境にありま
した。 
このような状況下、当社グループは、顧客の多様なニーズにあわせた積極的な営業展開を行い、

前年同期を上回る受入量を確保し、前期以来目標として掲げている「市場占有率」を拡大させる
ことができました。 
 
グループ会社の状況につきましては以下のとおりです。 
•  株式会社タケエイ：前期に引き続き、顧客の多様なニーズにあわせた積極的な営業展開を行
い、前年同期を上回る受入量を確保しました。当第３四半期連結会計期間については、一部
大型案件の着手時期が年明けにずれこんだものの、小規模のスポット案件を手堅く受注し、
売上計画を達成することができました。 
 占有率拡大策と競争激化により、受注単価は下落傾向にありましたが、10月以降は、下げ
止まりからやや持ち直しの傾向にあります。加えて、原価低減努力も功を奏し、当第３四半
期連結会計期間以降の処理原価（売上原価）は改善の傾向にあります。 

•  株式会社リサイクル・ピア：前年同期を上回る受入量を確保したものの、競争激化による受
注単価下落の影響を受けています。 

•  株式会社北陸環境サービス：積極的な営業拡大策と原価低減努力により、第１・第２四半期
連結会計期間に引き続き、当第３四半期連結会計期間についても大幅な増収増益となりまし
た。 

•  株式会社ギプロ：法規制強化にあわせた適正処理意識の高まりにより、搬入される廃石膏ボ
ードの量は、引き続き高水準にあります。 

•  株式会社池田商店：製造業向けに当期初めより積極的な営業展開を行い、あわせて、ＪＦＥ
エンジニアリンググループとの提携効果が具体的な成果となりつつあり、８月下旬以降、鉱
さいの受入が大幅に増加しました。そのため、収益は急回復し、想定を上回る増収増益とな
りました。特に当第３四半期連結会計期間については、売上は前年同期の約２倍、営業利益
率も改善し、当初計画を大幅に上回りました。 

•  環境保全株式会社：当社グループの営業力を活用することで、首都圏の建設現場や廃棄物関
連会社からの分析依頼が引き続き増加しました。また、従来外注していた品目の内製化を進
めることで利益率が向上しており、ほぼ計画どおりの増収増益となりました。 
 
この結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は11,368百万円（前年同期比188百万円の

増加、前年同期比1.7％増)、営業利益は770百万円（前年同期比136百万円の減少、前年同期比
15.1％減）、経常利益は510百万円（前年同期比90百万円の減少、前年同期比15.0％減）、四半
期純利益は172百万円（前年同期比17百万円の減少、前年同期比9.2％減）となり、ほぼ計画どお
りに推移いたしました。 
 
なお、ＪＦＥエンジニアリンググループとの提携効果につきましては、現時点においては、上

記のとおり池田商店に関して具体的な数字として表出しております。また、その他の提携につい
ても、現在両社において詳細な検討を進めております。 
一方、株式会社ダイセキ環境ソリューションとの業務提携につきましては、11月以降具体的に

実績が上がるようになりました。現在は、大型案件についても両社共同で営業提案を進めており
ます。 

     

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産 
当第３四半期連結会計期間末における総資産は28,449百万円（前連結会計年度末比3.0％減）

となり、前連結会計年度末に比べ871百万円減少しました。これは、現金及び預金が982百万円減
少したことなどによります。 
 
負債合計は16,463百万円（前連結会計年度末比12.7％減）となり、前連結会計年度末に比べ

2,399百万円減少しました。これは、長期借入金（１年以内返済予定を含む）が1,847百万円、未
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払法人税等が276百万円減少したことなどによります。 
 
純資産は11,986百万円（前連結会計年度末比14.6％増）となり、前連結会計年度末に比べ

1,527百万円増加しました。これは、ＪＦＥエンジニアリンググループとの業務資本提携に伴う
第三者割当増資等により資本金852百万円、資本剰余金852百万円増加したことなどによります。 

 
②キャッシュ・フローの状況 
当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、1,082百万円の増

加（前年同期比484百万円の減少)となりました。収入の主な内訳は、税金等調整前当期純利益
558百万円、減価償却費1,088百万円等であり、支出の主な内訳は、法人税等の支払額709百万円
等であります。 
投資活動によるキャッシュ・フローは、1,112百万円の減少（前年同期比360百万円の減少）と

なりました。収入の主な内訳は、定期預金の払戻による収入56百万円等であり、支出の主な内訳
は、有形固定資産の取得による支出1,094百万円、投資有価証券の取得による支出75百万円等で
あります。 
財務活動によるキャッシュ・フローは、902百万円の減少（前年同期比429百万円の増加）とな

りました。収入の主な内訳は、株式の発行による収入1,696百万円等であり、支出の主な内訳は、
長期借入金の返済による支出2,147百万円、短期借入金の返済による支出412百万円等であります。 
 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 
当連結会計年度の業績見通しにつきましては、平成22年11月10日発表時の連結業績予想を据え

置きとさせていただきます。 
 
 

２．その他の情報 

 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 固定資産の減価償却費の算定方法 

減価償却費について、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定する方法によっています。 

② 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合、前連結会計年度で使用した将来の業

績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっています。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取り扱い」

の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号平成20年
３月10日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取り扱い」（実務対応
報告第24号 平成20年３月10日）を適用しております。 

② 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

21号 平成20年３月31日）を適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表 

(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円) 

 
当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部  

 流動資産  

  現金及び預金 3,764  4,746

  受取手形及び売掛金 2,734  2,969

  商品及び製品 1  5

  仕掛品 22  19

  原材料及び貯蔵品 281  238

  繰延税金資産 65  133

  未収入金 325  161

  その他 246  235

  貸倒引当金 △13  △22

  流動資産合計 7,428  8,489

 固定資産  

  有形固定資産  

   建物及び構築物（純額） 6,015  5,816

   機械装置及び運搬具（純額） 2,848  2,839

   最終処分場（純額） 1,996  2,108

   土地 6,886  6,885

   その他（純額） 872  650

   有形固定資産合計 18,618  18,299

  無形固定資産  

   のれん 1,071  1,217

   その他 80  99

   無形固定資産合計 1,152  1,317

  投資その他の資産  

   投資有価証券 126  70

   繰延税金資産 161  167

   その他 728  754

   貸倒引当金 △51  △55

   投資その他の資産合計 965  936

  固定資産合計 20,736  20,553

 繰延資産 285  278

 資産合計 28,449  29,321
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当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部  

 流動負債  

  買掛金 405  431

  短期借入金 619  842

  1年内返済予定の長期借入金 2,841  3,005

  1年内償還予定の社債 40  60

  未払法人税等 162  438

  その他 1,312  1,250

  流動負債合計 5,380  6,028

 固定負債  

  社債 960  980

  長期借入金 8,614  10,298

  繰延税金負債 352  381

  退職給付引当金 169  177

  処分場閉鎖引当金 －  268

  資産除去債務 353  －

  その他 631  728

  固定負債合計 11,082  12,834

 負債合計 16,463  18,862

純資産の部  

 株主資本  

  資本金 4,134  3,282

  資本剰余金 4,297  3,445

  利益剰余金 3,516  3,418

  自己株式 △281  △0

  株主資本合計 11,667  10,145

 評価・換算差額等  

  その他有価証券評価差額金 △8  0

  評価・換算差額等合計 △8  0

 少数株主持分 327  312

 純資産合計 11,986  10,458

負債純資産合計 28,449  29,321
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(2) 四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  (単位:百万円)

 

前第３四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

売上高 11,179  11,368

売上原価 8,225  8,521

売上総利益 2,954  2,846

販売費及び一般管理費 2,048  2,076

営業利益 906  770

営業外収益  

 受取利息 3  1

 受取保険金 22  7

 債務取崩益 3  6

 その他 17  14

 営業外収益合計 46  29

営業外費用  

 支払利息 278  227

 持分法による投資損失 1  1

 その他 73  59

 営業外費用合計 352  289

経常利益 600  510

特別利益  

 固定資産売却益 10  7

 貸倒引当金戻入額 5  9

 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 －  34

 特別利益合計 16  51

特別損失  

 固定資産売却損 5  0

 固定資産除却損 4  0

 投資有価証券評価損 －  2

 その他 2  －

 特別損失合計 11  2

税金等調整前四半期純利益 605  558

法人税、住民税及び事業税 313  306

法人税等調整額 77  52

法人税等合計 390  358

少数株主損益調整前四半期純利益 －  200

少数株主利益 24  27

四半期純利益 190  172
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第３四半期連結会計期間 

  (単位：百万円)

 

前第３四半期連結会計期間

(自 平成21年10月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間

(自 平成22年10月１日 

 至 平成22年12月31日) 

売上高 3,988  3,978

売上原価 2,917  2,892

売上総利益 1,071  1,086

販売費及び一般管理費 679  666

営業利益 391  419

営業外収益  

 受取利息 0  0

 受取保険金 3  6

 債務取崩益 1  2

 その他 3  4

 営業外収益合計 8  14

営業外費用  

 支払利息 90  73

 持分法による投資損失 0  0

 その他 35  9

 営業外費用合計 126  83

経常利益 273  349

特別利益  

 固定資産売却益 8  1

 貸倒引当金戻入額 2  0

 退職給付引当金戻入額 －  24

 特別利益合計 10  27

特別損失  

 固定資産除却損 0  0

 投資有価証券売却損 2  －

 投資有価証券評価損 －  0

 その他 0  －

 特別損失合計 2  0

税金等調整前四半期純利益 281  376

法人税、住民税及び事業税 116  106

法人税等調整額 44  92

法人税等合計 161  199

少数株主損益調整前四半期純利益 －  177

少数株主利益 10  7

四半期純利益 110  169
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  (単位:百万円)

 

前第３四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前四半期純利益 605  558

 減価償却費 1,069  1,088

 のれん償却額 146  146

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △8  △13

 処分場閉鎖引当金の増減額（△は減少） 12  －

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △15  △7

 受取利息及び受取配当金 △3  △2

 支払利息 278  227

 支払手数料 4  3

 社債発行費 17  －

 投資有価証券評価損益（△は益） 2  2

 固定資産売却損益（△は益） △5  △7

 固定資産除却損 4  0

 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 －  △34

 売上債権の増減額（△は増加） 168  239

 たな卸資産の増減額（△は増加） 6  △40

 仕入債務の増減額（△は減少） △77  △26

 繰延資産の増減額（△は増加） △10  △6

 未払金の増減額（△は減少） △59  19

 未払消費税等の増減額（△は減少） 134  △40

 その他 △338  △96

 小計 1,931  2,012

 利息及び配当金の受取額 3  2

 利息の支払額 △265  △222

 法人税等の支払額 △101  △709

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,567  1,082

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 短期貸付けによる支出 △48  △3

 短期貸付金の回収による収入 0  0

 長期貸付金の回収による収入 0  －

 定期預金の預入による支出 △6  △6

 定期預金の払戻による収入 106  56

 投資有価証券の取得による支出 △3  △75

 投資有価証券の売却による収入 0  －

 有形固定資産の取得による支出 △785  △1,094

 有形固定資産の売却による収入 21  8

 その他 △38  0

 投資活動によるキャッシュ・フロー △751  △1,112

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 短期借入れによる収入 2,967  190

 短期借入金の返済による支出 △3,497  △412

 長期借入れによる収入 2,196  298

 長期借入金の返済による支出 △2,288  △2,147

 長期未払金の返済による支出 △59  △59

 社債の発行による収入 732  －
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  (単位:百万円)

 

前第３四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

 社債の償還による支出 △1,280  △40

 株式の発行による収入 6  1,696

 配当金の支払額 △64  △73

 少数株主への配当金の支払額 △3  △12

 その他 △40  △340

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,331  △902

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △516  △932

現金及び現金同等物の期首残高 4,049  4,201

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,533  3,269
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

  該当事項はありません。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

① 新株の発行 

当社は、平成22年６月14日付で、ＪＦＥエンジニアリング株式会社から第三者割当増資の払込み

を受けました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本金が850百万円、資本準備金が

850百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が4,134百万円、資本剰余金が4,297

百万円となっております。 

 

② 自己株式の取得 

当社は、平成22年11月10日開催の取締役会決議に基づき、自己株式を取得いたしました。この結

果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が280百万円（338,300株）増加し、当第３四半期

連結会計期間末において自己株式が281百万円（338,591株）となっております。 
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